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子どもの自殺者数は
過去最多水準が続く

全世代が減少する一方、小中高生は増加傾向

全世代（万人） 小中高生（人）

出典：厚生労働省・警察庁「自殺の状況」各年版

福祉タクシーの補助についての考えは。

ࣗՈ༻ंʹよΔҠಈखஈΛ࣋ͨͣɺެ ؔػ௨ަڞ
Λར༻͢Δ͜ͱ͕ࠔ೉ͳऀྸߴ΍োऀ֐ʹɺ෱ࢱλ
Ϋγʔར༻݊Λަ෇͍ͯ͠Δɻ
ྩ࿨̑೥౓ʹ͸ɺ௨Ӄٴͼॲํᝦͷड͚औりʹݶఆ
さΕ͍ͯͨར༻໨తΛɺ֎ग़શൠ΁ͱ؇࿨͠ɺþüࡀ
Ҏ্ͷऀྸߴΛର৅ʹɺॿ੒ֹΛֹ݄ú
÷÷÷ԁ͔ら
û
÷÷÷ԁʹ૿ֹͨ͠ɻྩ ࿨̒೥౓͔ら͸ɺ市֎ͷλΫ
γʔऀۀࣄ΋ར༻Մೳͱͨ͠ɻ

Q
A

交通手段の支援は。

λΫγʔ͸རศੑ͕͕͍ߴෛ୲͕େ͖͍ͷͰɺ
҆ՁͳσϚϯυަ௨ۀࣄʹ஫ྗ͠ɺ"*Λͨͬ࢖
ӡߦγεςϜͷಋೖɺࢯՈ஍۠Ͱͷࢦఆ৐߱ॴ
ͷ௥ՃͳͲɺརศੑͷ্޲ʹऔり૊ΜͰ͍Δɻ·
ͨɺੜ׆ԉॿαʔϏεΛॅ͏ߦຽஂମ͕ɺࣗ ୐͔
らපӃ΍εʔύʔ౳΁ͷಉࢧߦԉͳͲ΋࣮͠ࢪ
͍ͯΔɻ

Q

A

重要課題の一つと捉え、
様々な支援に取り組んでいる

計画全体の進捗状況は。Q

市಺খɾதֶߍͷ௕ण໋ԽͳͲݸผܭըʹ͍ͮج
ͨऔ૊ΛਐΊ͍ͯΔɻࡏݱɺت࿈઒อ݈ηϯλʔ
ͱت࿈઒ࣾ会෱ࢱηϯλʔͷෳ߹Խʹ͚ͨ޲ௐ
੔Λ͍ͯͬߦΔɻ

A

学校プール統合の進捗状況
（設置場所、運営方法）は。

Q

౷߹ํ๏΍࣌ظΛ੔ཧ͠ɺຽؒͷҙ޲ௐࠪ΍
৘ใऩूΛ͍ͭͭߦɺ৽ઃͱͳΕ͹ɺީ ิ஍΍
ӡӦख๏ͳͲʹ͍ͭͯ΋Մೳͳݶりɺૣ ظ͍࣌
ʹ۩ମతͳํੑ޲ΛࣔͤΔよ͏౒ྗ͍ͨ͠ɻ

A

一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい

独居老人の生活支援に
ついて

長寿命化計画の
進捗状況について

給食無償化にあたり、財源や給食の質はど
う確保するのか。

ɺෆ଍෼͸市͕શֹෛ͠༺׆ͷަ෇ۚΛݝɾࠃ
୲ɻྩ ࿨̔೥౓͸খֶֹ݄ߍü
ýþ÷ԁɺதֶߍ
ý
ýþ÷ԁ΁৯ࡐඅΛҾ্͖͛ɺڅ৯ਫ४ͷҡ࣋ʹ
౒ΊΔɻ

Q

A

ಐɾੜెͷΈࣇ੶ࡏͷߍ఺Ͱ͸市ཱখதֶ࣌ݱ
͕ର৅ɻର৅֦ॆ͸ۙྡ࣏ࣗମͷಈ޲Λ஫͠ࢹ
ͳ͕ら৻ॏʹݕ౼ɻΞϨϧΪʔɾෆొࣇߍ΁ͷิ
ॿ΋ݕ౼தɻ

A

最低限の給食水準は維持

私立・市外校やアレルギー・不登校の子どもは
対象外となるが、公平性はどう考えるか。

Q

࿨৯ͷो෺ʹ͸Խֶௐຯྉෆ࢖༻ͷఱવ͔͓ͭ
Ϳ͠だ͠ύοΫΛ࢖༻ɻ͏ ·ΈΛੜ͔͢͜ͱͰݮ
Ԙʹ΋ͭͳ͕͍ͬͯΔɻ

A

ద੾ͳ৯श׳Λ਎ʹ͚ͭΔڥ؀ͷ͋りํ͸ɺޙࠓ
΋஫͢ࢹ΂͖ॏཁͳཁૉͱ͍ͯ͑ߟΔɻڅ৯࣌ؒ
ͷઃఆ͸֤ߍ௕ͷྔࡋʹよΔɻ

A

添加物はミネラルを消費し栄養を損なう。
給食費を上げても、出汁や調味料の質が伴わ
なければ意味がない。給食センターの対応は。

Q

喫食時間15～20分は短すぎないか。   Q

小中高生の自殺者数が２年連続で過去最多。
市の認識と対策は。

ॏେ͔ͭਂࠁͳ໰୊ͱڧくೝ͍ࣝͯ͠Δɻ
εΫʔϧΧ΢ϯηϥʔ౳ͱͷ࿈ܞɺ404ͷग़͠
ํʹؔ͢ΔڭҭɺήʔτΩʔύʔཆ੒࠲ߨͳͲ
ʹऔり૊Ήɻ͜ىさͳ͍ͨΊʹԿ͕Ͱ͖Δ͔ͱ͍
௚͢ɻݟʹଓతܧ఺Ͱମ੍Λࢹ͏

Q

A

学校給食に関する
課題について

子どもの自殺対策について

議員

一般質問の自粛について　岡村議長・加藤誠一副議長・渋井議会運営委員会委員長は議会の円滑な進行のため、また、　　　　　　福田監査委員は立場上、議案・事業内容を細かく審議できるため、申し合わせにより一般質問を自粛しています。

Sadamu Tetsuka
手塚 定

福祉タクシー利用券

喜連川保健センター

自殺統計グラフ

全世代(万人)　小中高生(人)

Chiaki Okawara
大河原 千晶 議員

きっしょく

天然だしパックで出汁をとる様子
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女性活躍のために、女性IT人材の育成に
努めては。

࢓୐Ͱࡏ͕ੑঁ
༂Ͱ׆Λͯ͠ࣄ
͖Ε͹ɺ஍Ґ্޲
ʹ΋͕ܨΔͱߟ
͑Δɻੵ ݚʹతۃ
ΛਐΊ͍ͨɻڀ

Q

A

晩婚化対策は。

৽೥౓ɺ;Δさͱճؼͷಉ૭会
։࠵ॿ੒ۀࣄΛల։͢Δɻ

Q

A

入園、入学支援金等、市独自の子育て支援金
制度の可能性は。

෺ೖりͷ࣌ظͷࡁܦతࢧԉ͸ɺҰఆͷޮՌ͕͋
Δͱ͑ߟΔɻ·ͨɺೖֶͷλΠϛϯάͰࣗ୐Λߏ
͑ΔͳͲɺຊ市΁ͷҠॅ΍ఆॅͷ͖͔͚ͬͱͳΔ
͜ͱ΋ظ଴さΕΔ͜ͱ͔らௐࠪڀݚΛਐΊ͍ͨɻ

Q

A

空き家は年々増加し、防災、防犯、景観上の
課題となる一方で、若い世代にとっては価
格、立地、質の面で選びやすい住宅ストック
でもある。空き家を利活用した定住施策は。

ྩ࿨̔೥౓͔らɺࢠҭͯੈ୅͕ۭ͖Ո౳৘ใό
ϯΫΛར༻ͯ͠ɺۭ ͖ՈΛߪೖɾϦϑΥʔϜ͢Δ
৔߹ɺ্ ø÷÷ສԁͰඅ༻ͷ̏෼ͷ̎Λิॿ͢Δɻݶ
ཱ஍దਖ਼Խܭըͷॅډ༠ಋ۠Ҭʹ͸市ಠࣗͱ͠
Λ͢Δɻࢉù÷ສԁͷՃݶ্ͯ

Q

A

氏家駅舎橋上化等のインフラ整備は。

ଟֹͷඅ༻͕͔͔ΔͨΊɺ্ڮԽͰ͸ͳくɺࢯՈ
Ӻ౦஍۠ͷ·ͪͮくりجຊܭըΛਐΊͯɺؔݰ
Ͱ͋ΔࢯՈӺΛੜ͔ͨ͠市֗஍ͷ࠶ੜΛ໨͠ࢦ
͍ͨɻ

Q

A

本市にどのような取組が可能か
研究していく

関係人口・二地域居住を増やす施策は。Q

ҠॅϑΣΞͳͲͷΠϕϯτʹੵۃతʹࢀՃͯ͠
͍Δɻಛʹ೶܎ؔۀͷΠϕϯτͷؔ৺͕͍ߴɻຊ
市͸౎会͔ら৽װઢͰ̍࣌ؒݍ಺ͱ͍͏རศ
ੑɺࣗ વڥ؀ʹ΋ܙ·Ε͓ͯりɺʮͪΐ͏Ͳ͍͍
さくら市ʯΛ13͍͖͍ͯͨ͠ɻ 

A

一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい

人口減少に歯止めを
かけるには

物価高に苦しむ市民や事業者に対し、どの
ような支援をするのか。

શ市ຽʹରͯ͠͸ɺ஍ݩԠԉ঎඼݊ͷ഑෍ɻࢠҭ
ͯதͷՈఉࢧԉͱͯ͠͸ɺখதֶڅߍ৯ͷແঈ
Խɻࢧऀۀࣄԉͱͯ͠͸ɺޫ ೤අ౳ͷॿ੒ۀࣄɻ
༗ޮʹऔりೖʹݯࡒͷަ෇ۚ౳Λຊ市ࠃ΋ޙࠓ
ΕらΕΔよ͏৘ใऩूʹ౒ΊΔɻ

Q

A

物価高騰対応重点支援地方創生臨時
交付金を活用

市水道を利用する一般家庭と事業者を
対象に、水道基本料減免の考えは。

ਫಓྉۚͷิॿ͸ݕ౼͕ͨ͠ɺࠓճ͸ݟૹͬͨɻ
͔͍ͯ͠౼ݕ͸Ͳ͏͍ͬͨ͜ͱ͕Ͱ͖Δ͔ޙࠓ
ͳ͚Ε͹ͳらͳ͍ɻ

Q

A

「消防団の力向上モデル事業」を活用し団の
機能充実と強化に取り組む考えは。

අۀࣄü÷÷ສͰݶ্
શֹΛফ๷ி͕ෛ୲ɻ
ফ๷ஂͷ૷උΛ޲
্さͤΔ͕͋ۀࣄ
Ε͹ੵۃతʹ׆༻
͍ͨ͠ɻ

Q

A

新産業団地の整備に関する要望書を提出す
るが、今後の開発スケジュール及び企業立
地優遇制度拡充の考えは。

Q

A

スマートインターチェンジ設置の進捗状況は。

ྩ࿨̔೥౓ʹ૬ஊ会΍ษڧ会͕։࠵Ͱ͖Δよ͏
Δ४උஈ֊ௐࠪ͢ࢪ࣮͕ࠃ議͠ɺڠͱؔػ܎ؔ
ͷ࠾୒Λ໨ඪʹऔり૊Ήɻ

Q

A

新産業団地開発とスマート
インターチェンジの設置について物価高対策について

Tomoko Kato
加藤 朋子議員

氏家駅

栃木県・女性デジタル
人材育成・活躍支援事業

永井 孝叔 議員
Takayoshi Nagai

新規産業団地候補地

ྩ࿨̓೥౓຤·Ͱʹݝʹର͠։ൃཁ๬ॻΛఏग़
༧ఆɻྩ ࿨̔೥౓ʹௐࠪओମܾఆޙɺૅجௐࠪΛ
ɺྩ͍ߦ ࿨̕೥౓ࠒʹ։ൃओମ͕ܾఆͦ͜͠Ͱ։
ൃʹඞཁͳ۩ମతεέδϡʔϧ͕ࡦఆさΕΔɻ
஍༏۰੍ཱۀا
౓͸ۀا༠கͷ
ਪਐΛਤΔͨΊɺ
৚ྫʹͮجく঑
ྭۚΛަ෇ͯ͠
͍Δɻ஍Ҭࡁܦͷ
Խͱఆॅଅੑ׆
ਐͷͨΊɺۀا
χʔζ΍ଞ市ঢ়
Λ೺Ѳ͠ɺ࣮گ
ޮੑͷ͋Δޏ༻
ͷಋೖΛࡦԉࢧ
ௐࠪݕ౼͢Δɻ

消防団の力向上モデル事業
さくら市ホームページ

その他の質問
◆いじめ対策について

さくら市議会だより No.85 さくら市議会だより No.8512 13



第
1
回
臨
時
会・定
例
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

一
般
質
問
こ
こ
が
聞
き
た
い

議
会
レ
ポ
ー
ト

先
進
地
に
学
ぶ

第
1
回
臨
時
会・定
例
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
の
い
ろ
は

一
般
質
問
こ
こ
が
聞
き
た
い

ど
う
な
っ
た
ん
べ
あ
の
質
問
は

建
設
経
済
常
任
委
員
会

こども誰でも通園制度の成果と課題は。

ྩ࿨8೥�݄຤ࡏݱɺར༻ऀùø໊ɺԆ΂ར༻ճ਺
øùúճɺར༻૯࣌ؒ͸úøþ࣌ؒɻ͜ Ε·Ͱͷར༻
ऀ΁ͷप஌ͷଞʹɺؔ ɺ੍͠ܞ෦ॺͱ࿈܎ ౓಺༰
ͷஸೡͳઆ໌ͱप஌ํ๏ͷ޻෉ʹ౒Ί͍ͯくɻ

Q

A

全天候型屋内子育て施設の新設の考えは。

͜Ͳ΋ୡ͕҆શʹ༡ͼɺֶ ͼɺଞͷࢠͲ΋ͱަྲྀ
Ͱ͖Δ৔Λఏ͢ڙΔ͜ͱ͸ɺࢠҭͯࢧԉʹඞཁ
Ͱ͋Δͱೝ͍ࣝͯ͠Δ͕ɺ੔උɺӡӦํ๏ɺݯࡒ
ͷ֬อͳͲɺଞͷ࣏ࣗମΛߟࢀʹ͠ͳ͕らɺࠓ
くɻɹ͍ͯͬߦΛڀݚɺௐࠪޙ

Q

A

公園内遊具などの維持管理体制は。

市͕؅ཧ͢Δ༡۩͸ɺେখþ÷ͷެԂʹø÷÷͋جり
౎市ެԂ๏ʹ͖ͮجɺ೥�ճͷ๏ఆ఺ݕΛ࣮ࢪ
͠ɺঢ়گʹԠͯ͡मસ౳Λ͍ͯͬߦΔɻ 

Q

A

財源の確保など中長期的な
取り組みが必要

農業生産者とは、どのような生産者か。
また、具体的な支援策は。

೶࢈෺Λੜ࢈ɺൢ ച͠೶ۀͷ੫ਃࠂΛ͍ͯ͠Δ
೶ऀۀɺೝఆ೶ऀۀɺ৽نब೶ऀɺೝఆ৽نब೶
ऀɺ೶ஂऀۀମɺ೶ۀੜ࢈๏ਓΛ೶ۀੜऀ࢈ͱ
͍ͯ͠Δɻྩ ࿨8೥౓͔らʮՔ͛Δ೶ۀʯΛਪਐ
͢ΔͨΊʹ࢈௚ͷ&$αΠτʢωοτγϣοϓʣ։
ઃ΍ɺϞʔϧܕ&$αΠτ΁ͷग़ళɺΠϕϯτɾϚ
ϧγΣ౳΁ͷࢀՃܦඅΛิॿ͢Δɻ

Q

A

生分解マルチ等の購入に対する補助の詳細は。

೶࢈෺ൢചֹ͕ۚø÷ສԁҎ্ͷ೶࢈෺ൢച೶
ՈͳͲΛର৅ͱͯ͠අ༻ͷ̎෼ͷ�Λิॿ͢Δɻ

Q

A

田んぼダムに対する市の認識は。

ຊ市Ͱ͸࣮੷͕ͳ͍͕ɺ஍Ҭͷ࣋ଓੑɺڠಇྗ
Λਤりܞ࿈ஂମͱ࿈ؔۀɺ೶ݝɾࠃͷͨΊɺ্޲
ਪਐ͍ͯ͠くɻ

Q

A

一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい

子育て支援について 農業について

Chieko Ochiai
落合 千枝子 議員

こども誰でも通園制度スペース
（たいよう保育園内）

稼働してからの現状と評価は。Q

A

給食における地元の食材の使用率、重量
ベースとカロリーベースについては。

஍ݩ৯ࡐͷ࢖༻཰͸ɺΧϩϦʔϕʔεͰͷूܭ
͸͓ͯ͠らͣɺॏྔϕʔεͰຖ೥౓೺Ѳ͍ͯ͠
Δɻ։ઃޙɺࡢ೥݄͔̕らøù݄·Ͱͷ͔݄̐ͷ࢖
༻཰͸üûˋͱͳ͍ͬͯΔɻ

Q

A

「おいしさ」 「量」 「温かさ」の
アンケートを実施した

総額5,000円のうち2,000円分は共通券とし
て、3,000円分は専用券として大型店以外の
店で使用可能となっている理由は。

ઐ༻݊Λઃ͚Δ͜ͱͰɺ஍ݩͷ঎ళ֗΍ऀۀࣄ
΁ͷফඅΛ༠ಋ͠ɺ஍ҬࡁܦΛ͑ࢧΔ੍౓ઃܭ
ͱͨ͠ɻڞ௨݊ͷ্ݶΛù
÷÷÷ԁͱͨ͠ཧ༝͸ɺ
ੜऀ׆ͷརศੑͱ஍ݩ঎ళ΍ۀࣄॴ΁ͷࢧԉ
ޮՌͷόϥϯεΛ৻ॏʹݕ౼ͨ͠ɻ

Q

A

ポイント還元方式ではなく、商品券による
全世帯配布の選択をした狙いは。

෺Ձߴಅʹ௚໘͢Δશͯͷ市ຽʹର͠ɺੜࢧ׆
ԉΛ࠷༏ઌͷ໨తͱͯ͠ɺϙΠϯτؐࣜํݩͰ
͸ͳくɺશੈଳʹ࣮֬ʹಧ͚Δ঎඼݊ͷख๏Λ
બ୒ͨ͠ɻ

Q

A

アンケート方法は。

λϒϨοτʹよΔࣇಐੜ ɾెڭ৬һͷΞϯέʔτ
Ͱ͸ɺڅ৯ͷʮ͓͍͠さʯ ʮྔʯ ʮԹ͔さʯͳͲʹ
͍ͭͯҙݟΛ೺Ѳͨ͠ɻෳ਺ͷࢦඪΛ૯߹తʹ
ଊ্͑ͨͰධՁ͠ɺޙࠓ΋ఆظతʹ࣮͠ࢪɺܧଓ
తͳվળʹͭͳ͍͛ͯくɻ

Q

A

さくら地元応援商品券に
ついて

学校給食センターの
運営状況について

若見 孝信 議員
Takanobu Wakami

使用期間

取 扱 店

取 扱 店

さくら市商工観光課
この事業は、国の「物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金」を活用しております。

※有効期間を過ぎた場合は無効

令和８年

問い合わせ
【実施店舗／当事業に関すること】

さくら地元応援商品券コールセンター

☎028-636-7280

6月15日月ま
で

専用券
中小店で
利用可

共通券
中小店・大型店で

利用可
食事や買い物で地元のお店を応援しよう！

Քಇ։࢝౰ॳʹ͸ɺҰ෦ͷཱݙͰ഑৯ྔ΍ຯͭ
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